












方法：対象は A 大学附属病院の 7 施設に所属する看護師，助産師，薬剤師，診療放射線技
師，理学療法士，作業療法士，3443 名である．Allen & Meyer（1993）による「3 次元組織
コミットメント尺度：日本語版」を用いて，情動的コミットメント（Affective Commitment：
AC）8 項目，継続的コミットメント（Continuance Commitment：CC）8 項目，規範的コミ
ットメント（Normative  Commitment ：NC）8 項目について調査した．看護職群と他職種
群にわけて，職種間および職種ごとの組織コミットメントの特徴，および職位，勤続年数
との関連を比較した． 
結果：2109 名（61.4 %）から回答が得られ，そのうちの有効回答は 2018 名（95.7 %）から
得られた．2018 名の内訳は，看護職 1772 名（87.8 %），他職種 246 名（12.2 %）であった．
看護職群と他職種群の比較では，3 要素すべてにおいて看護職群は他職種群よりも得点が
有意に低かった (p< 0.05)．看護職群の組織コミットメント得点は，CC，AC，NC の順に
高く，他職種群では CC，AC が同程度で NC より優位に高かった(p< 0.05)．看護職者と他
職種者ともに，AC および CC の得点は職位を有する場合が有意に高かった(p< 0.05)．また
両群ともに勤続年数の長期化に伴い組織コミットメント得点が上昇する傾向を認め，なか








トメントの要素のなかでも AC がもっとも影響をもつと推察された． 
結論：多職種協働を推進するためには，とくに看護職者に対して協働に間接的に関与する
AC が高まるような関わりが必要であり，入職早期から各々の実践能力に応じて任せる職
務内容を選択した上で，自律的な活動を促進することが重要である． 
